
講師は実際に現地を案内するように出演しました

ガチャガチャではオリジナル缶バッチが景品でした

パンフレットの裏面はジオパークのマップです

　
ま
た
、
講
演
会
に
参
加
し
て
実
際

に
現
地
に
行
っ
て
み
た
い
と
感
じ
た

か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、「
行

き
た
く
な
っ
た
」「
少
し
興
味
を
持
っ

た
」
と
肯
定
的
に
と
ら
え
る
人
が
７

割
以
上
を
占
め
ま
し
た
。（
右
図
）
今

後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
、
よ

り
多
く
の
人
に
ジ
オ
パ
ー
ク
を
訪
れ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き

ま
す
。

連載 第98回 八峰白神ジオパーク八峰白神ジオパーク

　
当
協
議
会
で
は
ジ
オ
サ
イ
ト
の
変

更
や
事
務
局
の
移
転
に
伴
い
、
３
月

に
新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

ま
し
た
。
新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

は
、「
大
地
の
物
語
」「
水
の
物
語
」

「
人
の
物
語
」
と
ジ
オ
サ
イ
ト
同
士
を

ス
ト
ー
リ
ー
で
結
び
付
け
る
こ
と
で

分
か
り
や
す
く
、
興
味
を
惹
く
よ
う

な
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
町
の
各
施
設
に
配
置
す
る
予

定
で
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
提
供
を

ご
希
望
の
方
は
左
記
事
務
局
ま
で
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

八
峰
町
役
場
産
業
振
興
課
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八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局
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の
「
地
熱
発
電
所
」
や
鳥
海
山
・
飛

島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
「
九
十
九
島
」
な

ど
各
地
の
特
色
あ
る
見
ど
こ
ろ
を
熱

心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
当
協
議
会

か
ら
も
西
出
静
さ
ん
（
八
峰
町
白
神

ガ
イ
ド
の
会
）
が
講
師
と
し
て
出
演

し
、「
鹿
の
浦
展
望
台
」
や
「
三
十

釜
」
な
ど
八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー
ク
の

見
ど
こ
ろ
を
案
内
し
ま
し
た
。「
白

神
山
地
の
恵
み
に
生
き
る
」
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
、
山
地
か
ら
海
岸
ま
で

の
水
の
流
れ
や
生
き
物
の
つ
な
が
り

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
各
地
域
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
自
然

現
象
、
姿
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
」「
実

際
に
現
地
を
す
べ
て
巡
る
の
は
大
変

な
の
で
、
こ
う
い
う
機
会
を
も
っ
と

作
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　
３
月
24
日（
日
）に
湯
沢
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
で
ジ
オ
パ
ー
ク
講
演
会
〜
写

真
で
巡
る
秋
田
ぐ
る
っ
と
よ
く
ば
り

ツ
ア
ー
〜
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
講
演
会
は
、
県
内
の
４
つ
の
ジ
オ

パ
ー
ク
を
ガ
イ
ド
が
写
真
を
使
っ
て

案
内
し
、
参
加
者
が
県
内
を
疑
似
的

に
巡
っ
た
気
分
に
な
れ
る
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
１
１
８
人
が
参
加
し
、
講
演
会
の

他
に
会
場
に
設
置
し
た
ミ
ニ
物
産
展

や
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
コ
ー
ナ
ー
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　　
講
演
会
で
は
、
司
会
が
バ
ス
ガ
イ

ド
を
演
じ
な
が
ら
、
ガ
イ
ド
が
リ
レ

ー
形
式
で
写
真
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て

県
内
各
ジ
オ
パ
ー
ク
を
案
内
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク

ゆざわジオパーク講演会、
パンフレットを作成！

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
講
演
会

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
！

安心車検！ 住宅用火災警報器「あんしん点検」
設置から時間が経つと

❶電池切れ ❸電子部品の劣化❷ 汚れやほこりが
たまって

火災を検知する機能が低下する恐れがあります !!

CSレター
コミュニティ・スクールからこんにちは

　昨年度１年間、コミュニティ・スクールディレクタ
ーとして、学校と地域が連携・協力して行っている多
くの行事を見ることができて、まだまだ八峰町は大丈
夫だと嬉しく思いました。一例をあげます。
　八森小学校では、老人クラブ・保護者の協力による
「花植え」・「サツマイモ苗植え」、ジオパーク推進協議
会の協力による「ジオパーク学習」、地元講師による
「太鼓クラブ」、子どもたちが地域に出向く「元気と笑
顔を届け隊」など。
　峰浜小学校では、地元講師によるスポーツ・太鼓・
囲碁・手芸、将棋などの「クラブ活動」や「俳句教室」、
ＪＡ青年部の協力による「田植え・稲刈り体験」、「峰
浜梨」や「石川そば」の学習と児童によるＰＲ活動、
交通安全協会との「峰小鼓笛交通安全パレード」など。
　八峰中学校では、町内企業・行政の協力による「勤
労体験学習」、秋田駅前に出張しての「町特産物ＰＲ・

販売」、商品開発・販売などを学ぶための「起業家教育」
の実施と「んめものまつり」での実践販売など。
ほかにも、おはなしの会による小学校での「読み聞か
せ」、小・中学生による地域貢献の「除雪ボランティア」
など。
　ほんと、すごいですね。みなさんもぜひこの輪に関
わってくれればありがたいです。

小・中学生による除雪ボランティアの様子

超音波式水位計

水圧式水位計

ＣＳディレクターの工藤です。
４月は入学式。新たな出会いへの期待と不安の

気持ちが交差していると思います。大丈夫、大丈夫。
ほら、サクラも応援してくれますよ。

危機管理型水位計について
　県では、「中小河川緊急治水対策プロジェクト」の取り組みとして県管理河川において危機管理型水位計の
整備を進めてきました。このたび、設置が完了したことから、運用および水位観測情報の提供を開始します。

危機管理型水位計とは
　◉洪水時の水位観測に特化した小型で低コストな水位計
　　•河川の水位が一定の水位に上昇した時に観測を開始
　　•洪水時は５分間隔で水位を観測、データ送信
　　•省スペース（小型化）
　◉地域住民の避難支援への活用を期待
運用開始日 ………… 平成31年 4月1日
情報提供方法 ……… 秋田県河川砂防情報システムにて公表

http://sabo.pref.akita.jp/kasensabo/index.html
　町内では、真瀬川と塙川（横内橋）に設置されています。
　■問合せ先　八峰町総務課  防災まちづくり室
　　　　　　　☎７６－４６０1 ☎７６－４６６６（４月15日～）
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